
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
導電性の電池接触端子と、
前記電池接触端子に形成された片持ち構造の弾性を有する舌片部と、
前記舌片部の開放端が折り曲げられて形成された電池接点部と、
前記舌片部の固定端を固定する基台部と、
前記基台部に設けられた嵌合部と、
非導電性の電池ケースと、
前記電池ケースの電池接触端子面側に設けられた前記電池接点部が貫通される端子窓と、
前記電池ケース上であって、前記嵌合部の位置に対向した位置に設けられた被嵌合部とを
有し、
前記電池接触端子を、前記電池ケースの電池接触端子面側の外部よりこの電池ケースに挿
入させることにより前記電池接点部を前記端子窓から露出させるとともに、前記電池接触
端子を前記電池ケースに嵌合固定するようにしたことを特徴とする電池収納装置。
【請求項２】
前記電池接触端子は、前記舌片部を前記基台部上に互いに反対方向に延長される如く一対
片持ち支持されることを特徴とする請求項１に記載の電池収納装置。
【請求項３】
前記舌片部に設けられた前記電池接点部は、前記電池接触端子上の長手方向の対称的位置
に一対設けられたことを特徴とする請求項２に記載の電池収納装置。

10

20

JP 3658872 B2 2005.6.8



【請求項４】
前記嵌合部及び被嵌合部は、それぞれ前記基台部及び電池ケースに設けられた切り起こし
及びその切り起こしを受ける切り起こし受窓よりなることを特徴とする請求項１に記載の
電池収納装置。
【請求項５】
前記電池接触端子は、前記基台部より延長された半田付部を有することを特徴とする請求
項１に記載の電池収納装置。
【請求項６】
導電性の電池接触端子と、
前記電池接触端子に形成された片持ち構造の弾性を有する舌片部と、
前記舌片部の開放端が折り曲げられて形成された電池接点部と、
前記舌片部の固定端を固定する基台部と、
前記基台部に設けられた嵌合部と、
非導電性の電池ケースと、
前記電池ケースの電池接触端子面側に設けられた前記電池接点部が貫通される端子窓と、
前記電池ケース上であって、前記嵌合部の位置に対向した位置に設けられた被嵌合部と、
前記電池ケースに一体的に成形された非導電性の電子機器用のシャーシとを有し、
前記電池接触端子を、前記電池ケースの電池接触端子面側の外部よりこの電池ケースに挿
入させることにより前記電池接点部を前記端子窓から露出させるとともに、前記電池接触
端子を前記電池ケースに嵌合固定するようにした電池収納装置を有することを特徴とする
携帯用電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば携帯用オーディオ機器等の、電池を電源とする電子機器の電池収納装置
及びそれを有する携帯用電子機器に関し、更に詳しくは、片持ち構造の弾性を有する電池
接触端子を電池ケースの例えば負極電池接触面側に嵌合させるとともに、電池の負極面を
この片持ちバネのバネ圧により電池接触端子と接触させる構造を有する電池収納装置及び
それを有する携帯用電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に携帯用オーディオ機器等の携帯用電子機器においては、外部からの商用電源を利用
して駆動することができないために、乾電池をキャビネット内に収納する、または二次電
池をキャビネット内外に装着するようにしており、このような電池の出力によって装置を
駆動するようにしている。
【０００３】
このような電池を電源とする携帯用オーディオ機器の電池収納装置においては、例えば図
９に示すように、導電性の弾性材料からなる板バネにＲ曲げ部１を設けた舌片部２を有す
る電池接触端子３を形成し、この電池接触端子３を電池ケース４の例えば負極側の電池接
触面の内部５に取り付け、電池６の負極７を舌片部２の電池接点部８に圧着させるように
している。すなわち電池接点部８は、弾性材料からなる電池接触端子３の弾性力によって
電池６の負極７を弾性的に圧着させている。
【０００４】
携帯用オーディオ機器等の携帯用電子機器においては、全体の大きさをコンパクトにする
必要があることから、電池収納スペースを大きく取ることができない場合が多い。また、
携帯用オーディオ機器等においては、振動やショックが加えられることが多く、更に携帯
用オーディオ機器等の持ち運びの方向が変わることも多い。このため、電池接触端子に適
度の弾性力を持たせ、これを常に電池の電極の部分に対して弾性的に圧着させる必要があ
る。また、電池接触端子は電池の出し入れ回数が増加しても常に一定の弾性力を保持させ
る必要がある。すなわち、電池接触端子の弾性力が弱いと、振動や経年変化による、いわ
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ゆるへたり等で電池への接触圧が衰え、電気的な接続が得られず、または安定した電圧が
かからなくなってしまうことがある。
【０００５】
ところが図９に示す電池接触端子３の構造では、電池接触端子３の舌片部２の寸法Ｌが短
いため、弾性変形範囲が狭く、電池６を電池ケース４に収納したとき、舌片部２が充分た
わみきれず、Ｒ曲げ部１に負荷が集中し、Ｒ曲げ部１でへたり（塑性変形）が生じやすい
という問題点があった。この対策として舌片部２と電池ケース４に接触した電池接触端子
３との間にゴムクッション１０を介在させる等の処理を構じていたが、部品が増加してし
まう等の問題点があった。
【０００６】
更に、図９に示す電池接触端子３は、舌片部２と電池ケース４に接触した電池接触端子３
の間にＲ曲げ部１を設けた二重構造のため、これを電池ケース４の負極側の電池接触面の
内部５に固定すると、電池ケース４の長手方向でのスペースを余分に取られてしまうので
、全体として小型化が図れないという問題点があった。また、Ｒ曲げ部１を設けた構造で
あるため、Ｒの折り曲げのバラツキが生じやすく、電池接触端子３の電池６に対する配置
の寸法精度が出にくいという問題点があった。
【０００７】
これらの問題に対処するためには、電池接触端子の弾性力を強化させる必要がある。また
、携帯用オーディオ機器等の携帯用電子機器においては、その利便性から、より軽薄短小
のセットサイズが要求されるため、電池収納スペースも必要最小限に抑える必要がある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その課題は、限られたスペースの中で電
池接触端子の弾性力を従来よりも大きくとることができ、しかもへたりが起きたり破損の
虞れが生じないようにした電池接触端子を備えた電池収納装置及びそれを有する携帯用電
子機器を提供するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
かかる課題を解決するために、本発明は、導電性の電池接触端子と、この電池接触端子に
形成された片持ち構造の弾性を有する舌片部と、舌片部の開放端が折り曲げられて形成さ
れた電池接点部と、舌片部の固定端を固定する基台部と、基台部に設けられた嵌合部と、
非導電性の電池ケースと、電池ケースの電池接触端子側面に設けられた電池接点部が貫通
される端子窓と、電池ケース上であって、嵌合部の位置に対向した位置に設けられた被嵌
合部とを備える電池収納装置を構成し、電池接触端子を電池ケースの電池接触端子面側の
外部より電池ケースに挿入させることにより電池接点部を端子窓から露出させるとともに
、電池接触端子を電池ケースに嵌合固定するようにした。
【００１０】
本発明の電池収納装置では、電池接触端子を電池ケースの内側に配置する場合と比べてそ
れ以下のスペースで、電池接触端子の寸法Ｐを従来の舌片部の寸法Ｌより相対的に長くと
ることができる。このため、破損やへたりが起こりにくく、万一、落下等による外圧がか
かっても変形することがなくなった。また、電池接触端子の形状を簡素化でき、電池接触
端子の電池に対する配置の寸法精度が出る。更に、電池を逆挿入した場合の電気回路への
影響を防げるようにしたため、より安全に操作できる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の具体的な実施の形態を図１ないし図８を参照して詳細を説明する。
先ず、図８及び図１を参照して本発明の電池収納装置の概要を説明する。図８は電池を電
源とする携帯用オーディオ機器の筺体と、この携帯用オーディオ機器に格納された本発明
の電池収納装置の配置及び通称ガム電池と呼ばれている薄型電池の挿入方向を示した外観
図である。
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【００１２】
図８において、携帯用オーディオ機器２０の内部には、本発明の電池収納装置２１が配置
されている。かかる電池収納装置２１は、薄型電池２２を収納するに足る大きさで、非導
電性の樹脂等によって一体成形されており、プラスチックシャーシ２３とも一体的に形成
され、また、一端側にこの薄型電池２２を出し入れするための電池挿入口２４及び電池挿
入口２４を開閉する開閉蓋２５を有している。薄型電池２２は図８の矢印Ｊの方向に、負
極２６を電池挿入口２４に挿入し、電池収納装置２１に収納される。
【００１３】
図１は、図８に示した本発明の電池収納装置２１の外観図である。図１において、電池ケ
ース２７にプラスチックシャーシ２３が一体成形されている。この電池ケース２７の電池
挿入口２４側には、蝶番構造の開閉蓋２５が設けられている。この開閉蓋２５の内側には
、詳細は省略するも、電池ケース２７の内部に収納される電池の正極と接触する導電性の
電池接点部２８を有する電池接触端子２９が開閉蓋２５に対してスライドできるように嵌
入されている。そして、電池ケース２７の負極電池接触側面には、電池接触端子３０に設
けられた、後述する二つの舌片部の開放端を電池ケース２７への挿入方向にそれぞれ折り
曲げて形成させた電池接点部をそれぞれ貫通できるようにさせた端子窓３１ａ、３１ｂが
設けられており、電池接触端子３０を図１のような矢印Ｋの方向に電池ケース２７の負極
電池接触側面に嵌合するよう、被嵌合部として機能する取付溝３２、電池接触端子３０の
後述する切り起こしを嵌合固定する被嵌合部として機能する切り起こしの受窓３３が設け
られている。
【００１４】
次に、図２を参照して電池接触端子３０の詳細を説明する。
図２は、電池接触端子３０を上述した電池ケース２７に接触する面から見た詳細外観図で
ある。
【００１５】
図２において、電池接触端子３０は、弾性を有する片持ち構造とされた一対の舌片部４０
ａ、４０ｂと、これら舌片部４０ａ、４０ｂの開放端４１ａ、４１ｂにそれぞれ図１の端
子窓３１ａ、３１ｂに挿入する方向に折り曲げられた電池接点部４２ａ、４２ｂが形成さ
れている。舌片部４０ａ、４０ｂの固定端４３ａ、４３ｂは、基台部４４に固定され、こ
の基台部４４の長手方向の両端には、切り起こし４５が基台部４４の下方に向けて切り起
こされている。基台部４４の切り起こし４６は基台部４４の上方に向けてそれぞれ二箇所
切り起こされ、更に基台部４４には、これより延長された半田付部４７が設けられている
。以上の、少なくとも舌片部４０ａ、４０ｂ、基台部４４、半田付部４７よりなる電池接
触端子３０は、導電性の一枚の金属薄板、例えば弾性力の強い真鍮薄板をプレス加工して
作成される。このとき、電池接点部４２ａ、４２ｂの長さは負極側の電池接触端子面の壁
の厚さを越えるものとし、電池の正極の突起部の高さより短くなるよう形成され、電池接
点部４２ａ、４２ｂの配置は電池の正極の突起部とオフセットする位置に形成される。
【００１６】
この電池接触端子３０の、図１の電池ケース２７への嵌合方法を説明する。
基台部４４を図２の状態にして、電池接触端子３０を半田付部４７より図１の矢印Ｋの如
く電池ケース２７へ挿入し、電池接点部４２ａ、４２ｂをそれぞれ電池ケース２７に設け
られた端子窓３１ａ、３１ｂに貫通させ、電池接点部４２ａ、４２ｂを電池ケース２７の
内部に露出させるとともに、引き抜け防止のため、電池接触端子３０の切り起こし４５を
電池ケース２７の取付溝３２に、切り起こし４６を切り起こしの受窓３３にそれぞれ嵌合
させ、もってこの電池接触端子３０を電池ケース２７に固定させ、最終的に電池収納装置
２１を形成する。
【００１７】
次に図３ないし図７を参照して電池接触端子３０と電池ケース２７の嵌合状態を更に詳し
く説明する。
図３は、電池ケース２７に電池接触端子３０が嵌合固定された状態を示す外観図である。
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【００１８】
図３において、電池接触端子３０の基台部４４の長手方向の両端は電池ケース２７の取付
溝３２に挿入され、電池接触端子３０の電池接点部４２ａ、４２ｂは電池ケース２７に設
けられた端子窓３１ａ、３１ｂにそれぞれ貫通され、電池ケース２７の内部に露出される
。
【００１９】
電池接触端子３０が嵌合された電池ケース２７の電池挿入口２４より、薄型電池２２を負
極２６を頭にして収納すると、負極２６が電池接点部４２ａ、４２ｂに接触した後、電池
接点部４２ａ、４２ｂを押圧し、舌片部４０ａ、４０ｂに、その弾性力に抗して圧着され
る。
【００２０】
図４は、図３を裏返した状態を示す外観図である。基台部４４の長手方向の両端に設けら
れている切り起こし４５が取付溝３２にスライド挿入されて嵌合され、また、切り起こし
４６が図１の切り起こしの受窓３３より電池ケース２７の内部に貫通されて嵌合され、こ
れらが電池接触端子３０の引き抜けを防止している。電池接触端子３０と電池ケース２７
が嵌合された後で、電池接触端子３０の半田付部４７が最終的に回路基板５０上にあるリ
ードパターン５１に半田付けされて電気的に接続される。
【００２１】
以上の如く、本発明では電池接触端子３０と電池ケース２７との嵌合合体が一工程のみで
簡単に行われる。
【００２２】
図５は、電池接触端子３０の外部側正面図である。弾性を有する舌片部４０ａ、４０ｂの
寸法Ｐａ、Ｐｂは、図９に示した従来の電池接触端子３の寸法Ｌより相対的に充分長く設
計できるので、弾性力を大きくとれ、従って、経年変化による破損やへたりが起こりにく
いようにされる。
【００２３】
図６は、薄型電池２２の負極２６を電池ケース２７に収納したときの舌片部４０ａ、４０
ｂの状態を示す上側断面図である。負極２６が電池接点部４２ａ、４２ｂを押圧すること
により、舌片部４０ａ、４０ｂがたわんでバネとして作用され、これが負極２６に圧着さ
れる。
【００２４】
図７は、誤って薄型電池２２を正極６０から電池ケース２７に挿入したときの舌片部４０
ａ、４０ｂの状態を示す上側断面図である。このとき、端子窓３１ａ、３１ｂより貫通す
る電池接点部４２ａ、４２ｂの長さのうち、電池ケース２７の負極側の電池接触端子面の
壁の厚さｃを差し引いた長さｄは、正極６０の高さｅより短く形成されており、同時に、
電池接点部４２ａと４２ｂの間の距離ｆは、正極６０の円形表面の直径ｇよりも長く形成
されているので、電池接点部４２ａ、４２ｂが正極６０に接触することはなく、正負の逆
電圧が回路に加わる虞れを防ぐことができる。
【００２５】
本発明は前記実施例に限定されず、種々の実施形態を採ることができる。例えば、前記実
施例では電池接触端子の一例として、舌片部と固定端がコの字状ないし逆コの字状を例示
したが、これに限らず、Ｕ字状ないし逆Ｕ字状等のバネによる電池接触端子等にも応用が
可能である。また、前記実施例では電池接触端子の舌片部を二つ構成し、電池の押圧力を
安定させるようにしたが、一つにしても、または三つ以上設けることも可能である。また
、電池接触端子と電池ケースの嵌合方法も、前記実施例では切り起こしを設けて嵌合する
方法を例示したが、その他、基台部と電池ケースが嵌合するように双方に凸凹部を設ける
等の方法も可能である。また、前記実施例では電池の一例として薄型のいわゆるガム電池
を例示したが、その他の例えば丸棒型の電池等にも応用が可能である。また、前記実施例
では電池を電源とする電子機器の一例として携帯用オーディオ機器を例示したが、携帯用
としては他に携帯電話、携帯用パソコン等、更に携帯用に限定せず、ラジオやオーディオ
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機器、カメラ一体型ＶＴＲ及び電子玩具等電池を電源とするあらゆる電子機器にも応用が
可能である。更に、本発明は以上示した一実施形態にとらわれず、様々な形態に発展でき
ることは言うまでもない。
【００２６】
【発明の効果】
以上示したように本発明の電池収納装置によれば、舌片部の弾性力及び弾性変形のストロ
ークを大きくとれるので、電池接触端子は経年変化による破損やへたりが起こりにくくな
った。また、落下等による外圧があっても変形する虞れが少なく、電池の電圧を継続して
電子回路に安定して供給することができるようになった。また、電池接触端子の形状が簡
素化され、部品点数が削減でき、電池収納装置の小型化、省スペースが可能になった。ま
た、電池接触端子は電池収納装置に取り付けた状態で板厚１枚分のスペースしか必要とし
ないので、電子機器全体の小型化を図れる。また、取り付け方法は電池ケースにスライド
して挿入するだけでよく、製造が容易になり、更に、電池と電池接触端子との位置的な寸
法精度が出るようになった。
【００２７】
また、従来の板バネの電池接触端子の形状には必要とされた例えば電池ケースの嵌合に使
用されたネジやＲ曲げ部、電池接触端子の弾性力を補強するためのゴムクッション等を要
とせず、従って、全体の構成を簡素化させ、部品点数を削減でき、更に電池と電池接触端
子間の接触精度を正確に出せる。また、取付け方法も、スライドして挿入するだけなので
、製造工程を消滅させることができた。
【００２８】
更に、電池接点部は、電池の正極を誤って電池ケースの電池挿入口より収納しても正極に
は接触できないように設計されているため、回路へ正負逆の電圧を印加することによる影
響を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の電池収納装置全体の外観図である。
【図２】　本発明の電池収納装置に用いられる電池接触端子の詳細外観面である。
【図３】　本発明の電池収納装置に用いられる電池接触端子が、本発明の電池収納装置に
用いられる電池ケースに嵌合された状態を示す外観図である。
【図４】　図３を裏返しにした状態を示す外観図である。
【図５】　本発明の電池収納装置に用いられる電池接触端子の外部側正面図である。
【図６】　本発明の電池収納装置に用いられる電池ケースに電池を負極より収納したとき
の電池接触端子の舌片部の状態を示す上側断面図である。
【図７】　本発明の電池収納装置に用いられる電池ケースに電池を正極より収納したとき
の電池接触端子の舌片部の状態を示す上側断面図である。
【図８】　電池を電源とする携帯用オーディオ機器に格納された本発明の電池収納装置の
外筺図である。
【図９】　従来の電池接触端子の、電池ケースへの取り付け状態を示す外観図である。
【符号の説明】
１……Ｒ曲げ部、２……舌片部、３……電池接触端子、４……電池ケース、５……負極側
の電池接触面の内部、６……電池、７……負極、８……電池接点部、９……ゴムクッショ
ン、２０……携帯用オーディオ機器、２１……電池収納装置、２２……薄型電池、２３…
…プラスチックシャーシ、２４……電池挿入口、２５……開閉蓋、２６……負極、２７…
…電池ケース、２８……電池接点部、２９……電池接触端子、３０……電池接触端子、３
１ａ、３１ｂ……端子窓、３２……取付溝、３３……切り起こしの受窓、４０ａ、４０ｂ
……舌片部、４１ａ、４１ｂ……開放端、４２ａ、４２ｂ……電池接点部、４３ａ、４３
ｂ……固定端、４４……基台部、４５、４６……切り起こし、４７……半田付部、５０…
…回路基板、５１……リードパターン、６０……正極
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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